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テキストデータと
バイナリデータの使い方

データベースのテキス トデータおよびバイナリデータへのアクセスは、 ほとんどコー

ディ ングをすることな く 、 データベースの他のデータ型へのアクセスと同じ く らい容易

に実現することができます。 このドキュ メン トでは、 テキス トデータ とバイナリデータ

に対して NXJ アプリケーシ ョ ンからどのようにアクセスするかを説明します。

テキス トデータへのアクセス

データベースの他のキャラクタデータへのアクセスと同様、 データベース （例えば、

Oracleの CLOBや LONG フ ィールド） のテキス トデータにアクセスすることができま
す。 テキス トデータは、 どんな NXJ フ ィールド コン ト ロールに対してもターゲッ ト
フ ィールド と して割り当てることができます。 通常、 これは複数行を含むテキス ト をサ

ポートするテキス トエリアコン ト ロールになります。 一旦、 コン ト ロールにフ ィールド
を関連付ければ、 データの取り出しや編集、 他のデータベースフ ィールド と同様の検索

を実行することができます。

データベースフ ィールドに対し、 NXJ プログラ ミ ング言語スクリプ トからのアクセスの
みを必要とするのであれば、 NullableTextVariable クラスを使用して、 スク リプ
トに変数を宣言することができます。 フ ィールド コン ト ロールと

NullableTextVariableは、新しいプロパテ ィである mimeType を持っています。こ
のプロパテ ィは、 フ ィールドの内容がどのようにブラウザに表示されるかを管理するた

めに使用されます。 （次のセクシ ョ ンを参照して く ださい。）
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URL と してテキスト フ ィールドの内容を表示する

テキスト フ ィールド コン ト ロールが、 URL （例えば、 それが HTML ソースを含んでい
る場合） と してアクセスするデータを含んでいる場合、 リンクコン ト ロールとインライ

ンフレームコン ト ロールは、 まるでそれがWeb アプリケーシ ョ ンのドキュ メン トであ
るかのように、 テキス トデータを取り出すための新しい構文をサポート します。 リンク

コン ト ロールの Href プロパテ ィ とインラインフレームコン ト ロールの Source プロパ
テ ィは、 以下の構文を使用して設定することができます。

=&[<data view name>.]<variable name>[;<mime type>]

変数がフォーム上のデータビューのメンバであるときのみ、 データビュー名が必要とさ

れます。 mime type （例 ： ‘text/html’） は、 オプシ ョ ンです。 

ユーザがリンクをク リ ッ クすると、 この構文を使用するリンクは新しいウィ ンドウの

URL と して、 テキス ト フ ィールドの内容を表示します。 内容が変更されるときは常に、
インラインフレームはその URL と してテキス ト フ ィールドの内容をロード します。 

下図は、 テキス ト フ ィールドの内容を示しているテキス トエリアコン ト ロールと、 その

ソースと して同じ内容を示しているインラインフレームのサンプルです。

注 : 変数が Nullの場合、 エラーページが表示されるかもしれません。 あ
るいは、 ブラウザが内容をロード しよう と したときに、 空のドキュ
メン ト をダウンロードするかもしれません。

‘=&’構文は、 java.lang.String または java.util.StringBuffer型変数のためにも使用できま
す。
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バイナリデータへのアクセス

バイナリデータは、 一般的にフ ィールド コン ト ロールに関連付けられません。 代わり

に、 通常は NullableBinaryVariable クラスを使用してスクリプ ト内で変数を宣言
します。 テキス ト変数クラスのように、 このクラスも mimeType プロパテ ィ を持ってい
ます。

バイナリデータの使用が実際に効果を発揮するのは、 URL リ フ ァレンスと して使用さ
れるときです。 テキス トデータのように、 リンクとインラインフレームは同じ ‘=&’構文
を使用する URL と して、 バイナリ変数を示すことができます。 バイナリデータは、 ブ
ラウザの通常の方法でブラウザによって開かれるか、 ダウンロード されます。 例えば、

Microsoft Word ドキュ メン トがバイナリフ ィールドに格納される場合、 ブラウザは
Microsoft Word を使用してデータを開きます。 

また、 フ ィールドがイ メージファイル （例えば、 jpeg、 png等） を含む場合、 イ メー
ジ、 イ メージボタン、 リンクコン ト ロールの Source プロパテ ィ と して、 バイナリ変数
を指定するために ‘=&’構文を使用することができます。 例えば、 イ メージと してフォー
ムに表示したい ICON という名前のデータベースフ ィールドがあり、 そこにすべてのイ
メージが jpeg と して格納される場合は、 フォームにイ メージコン ト ロールが追加され、
以下の構文が Source プロパテ ィに設定されます。

=&ICON;image/jpeg

フォームスクリプ トでは、 変数は以下のように宣言されます。

multi_valued NullableBinaryVariable ICON;

注 : 変数が、 Null または有効でないイメージの場合、 ‘image missing’ ア
イコンが表示されます。

‘=&’構文は、 byte[]型変数のためにも使用できます。

テキス ト とバイナリデータのアップロード

ファイル選択コン ト ロールは、 データベースへの保存やコードでの処理のために、 アプ

リケーシ ョ ンにテキス トデータ とバイナリデータをアップロードするための機能を実現

するために使用することができます。

フォームにファイル選択コン ト ロールを追加するには、 最初にツールバーの File 
Chooser コン ト ロールをクリ ッ クします。 次に File Chooser コン ト ロールを配置する
フォーム上の場所をクリ ッ クします。 ファイル選択コン ト ロールは、 テキス ト フ ィール

ド と “Browse” と タイ トル付けられたボタンで表示されます。 フォームには必要なだけ
ファイル選択コン ト ロールを追加することができます。

ファイル選択コン ト ロールには、 このコン ト ロールに固有の 3 つのプロパテ ィがありま
す。 
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• Storage Variable プロパテ ィは、 アップロード したファイルを格納したい NXJ変
数を指定するために使用されます。 変数がデータビューのメンバである場合、 名
前に <data view name>.<variable name> と してデータビューから完全指定し
なければなりません。

• Allowed Mime Types プロパテ ィは、 ユーザがアプリケーシ ョ ンへのアップロー
ドを許可するファイルのタイプを制限します。 ドロップダウンにリス ト された
mime typeの 1つを選択するか、 またはセミ コロンで区切ることで複数の mime 
type を入力することができます。 

• Size Limit プロパティは、 ユーザがアプリケーシ ョ ンへのアップロードを許可す
るファイルの最大のサイズを制限します。 受け取りたい最大のファイルサイズを
このプロパティに設定します。 この数は、 HTTP プロ ト コルを処理するうえで若
干のオーバヘッ ドを概算するため、 指定した数値より若干大きめのファイルを
アップロードできるかもしれませんが、 多く ても 1024バイ ト を超えることはで
きません。

これらのプロパテ ィはそれぞれ、 NXJ プログラ ミ ング言語スクリプ トから変更すること
もできます。 詳細については、 「Unify NXJ フォームプロセシング API」 を参照して く だ
さい。

作業方法

ファイル選択コン ト ロールがフォーム上にある場合、 以下の表１に含まれるコマンドの

どれかが呼び出されると、 フ ァイル選択コン ト ロールのテキス ト フ ィールドに入力され

た文字列によって指定されたファイルは、 アプリケーシ ョ ンにアップロード されます。 
（フォームが Find モードの場合、 ファイル選択コン ト ロールは利用できないことに注意
して く ださい。） フ ァイルは、 その後 Storage Variable プロパテ ィによって指定される
変数に保存されます。 レコードが更新されるとき、 変数の値はデータベースに保存され

ます。

アップロード処理のカスタマイズ

ここまでに記述してきたステップでは、 NXJ プログラ ミ ング言語コードを書く こ とな
く 、 アップロード とデータベースへのファイルの保存を実現してきました。 アップロー

ドの動作をカスタマイズする必要がある場合、 ファイル選択コン ト ロールは ON 
UPLOAD と WHEN UPLOAD COMPLETEの 2 つコードセクシ ョ ンを追加することがで
きます。

ON UPLOAD コードセクシ ョ ンは、 Storage Variable プロパテ ィ を設定する代わりに使
用することができます。 このコードセクシ ョ ンが定義される場合、 Storage Variable プ

Add/Update
Delete Record
Clear To Find
Next Record
Next Set

Previous Record
Previous Set
First Record
Last Record
Previous Form

Next Form
Zoom
Cancel Zoom
All Developer-Defined 
Commands
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ロパテ ィは無視され、 ユーザ自身でファイルの格納を処理しなければなりません。 この

コードセクシ ョ ンには、 4 つの引数が渡されます。 最初の引数は、 ファイルを読み込む
java.io.InputStream オブジェク トです。 第二の引数は、 アップロードするファイルの
mime type を含む String です。 第三の引数は、 アップロードするファイルのサイズを含
む int です。 そして第四の引数は、 アップロードするファイルの文字コードを含む
String です。

実行システムがアップロードを完了した後、 WHEN UPLOAD COMPLETE コードセク
シ ョ ンが呼び出されます。 セクシ ョ ンには、 java.lang.String と してアップロード された
ファイルの mime typeが渡されます。 ここでは、 アップロード されたファイルの確認
や、 別のフ ィールド変数に mime type を保存する、 といった処理をコードに追加するこ
とができます。

（以降の問題発生時の処理の例を参照して く ださい。） ここでエラーを見つけた場合、

rejectOperation() を呼び出すことにより、 フォーム上の操作の処理を中止することがで
きます。

以下のサンプルコードでは、 読み込んだファイルをディスクに保存し、 フ ァイルの保存

場所を別のフ ィールド変数に保存しています。

ON UPLOAD (
java.io.InputStreamiStream,
StringcontentType,
intcontentLength,
StringcharacterEncoding
)
{
// getUniqueFileName is declared elsewhere
File storLoc = new File(“c:/tmp/” + getUniqueFileName() );
BufferedOuputStream oStream = new BufferedOutputStream(
new FileOutputStream( storLoc ) );
int nextByte = 0;
while ( ( nextByte = iStream.read() ) >=0 )
{
oStream.write(nextByte);
}
oStream.close();

// Put the file name in another variable
FILENAME = storLoc.getAbsolutePath();

// Save the mime type
MIMETYPE = contentType;
}

問題発生時の処理

ユーザが、 ファイル選択コン ト ロールのテキス ト フ ィールドにファイル名を入力ミスし

た場合、 ブラウザは空のファイル （length - 0） を “application/octet-stream” mime type
でアップロード しよう と します。 これは 2 つの方法でデータベースに挿入されることを
防ぐことができます。
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1 つ目の方法と して、Allowed Mime Type プロパテ ィに “application/octet-stream” を含ま
ないように設定することができます。 これは、 ファイルのアップロードを拒否して、

ファイル名に入力ミスの可能性があることを示すエラーメ ッセージをユーザに表示しま

す。

2 つ目の方法は、 WHEN UPLOAD COMPLETE コードセクシ ョ ンを実装することです。 
このコードセクシ ョ ンでは、contentTypeが “application/octet-stream” と等し くかつ、バ
イナリ変数の length が 0 であるかを確認します。 その場合、 ユーザにメ ッセージを表
示することができ、 フォーム上の操作の処理を中止するために、 rejectOperation() を呼
び出します。 コードは、 以下のようになります。

WHEN UPLOAD COMPLETE (
String contentType
)
{
if ( contentType.equals(“application/octet-stream”) 
&& myBinVariable.getByteArray().length == 0 )
{
session.displayToMessageBox(
“Please check the spelling of the file. “
+ “And try again.” );
rejectOperation();
}
}
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